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Abstract：TllellSeOfinte11igent teclllliquesillVariollS decision s11PpOrt SyStemS  
llaS rCCeIltlybecomeoneoftllemOSt eXCitiIlg aユ1dpromlSlngapPlication areas．In  
tllisreport，WetrytOutilizeNNs＆GAsinor（1ertoconstruCtanintelligentdecision  
sllPPOrtSyStelnfordealingTOPIX・  

変動に影響を及ぼすと見られるものを入力変数として8種類   

採用した．  

（b）教師侶   

ニューラルネットの上の出力ユニットからはγOf｝Jズの4週   

間後の上昇割合に関する債が，また下の出力ユニットからは下   

降割合に関する債が出力される．  

（c）学習データ  

1993年10月からの週次データ全てを学習に用いた．  

（d）学習アルゴリズム   

ハイブリッドアルゴリズム3・）を学習に用いた．  

3．売買支援システム  

ニューラルネットの2つの出力ユニットから出る予測値をもと  

に，次のような売買支援システムを考える．  

売買支援システム1  

1． は じ めに  

我々のグループでは，2年ほど前より，〃〃8を活用した  

roアナズ予測システムの構築の試みを行っている． とこ  

ろで，ごく最近，遺伝的アルゴリズムの導入を試みた所，かなり  

のperforma－1Ceの向上が確認された．本報告では，避伝的アル  

ゴリズムの導入について概略を述べると共に，幾つかの計算機シ  

ミュレーション例を紳介する．   

2．ニューラルネットを活用した甘OPIX予測システム  

ニューラルネットを用いてrOPJ－Y予測を行うにあたり，我々  

が用いたモデルは，8入力ユニット，1中間層，2出力ユニット  

の3層構造ニューラルネットである．幡1）中間層のユニットは，  

様々なものを利用しているが，本稿では15ユニットについて紹  

介する．また，出力層のユニットからはγOPJズの4週間後ま  

での最高値及び最安値の予測値に関する砥が出力される構造で  

ある．  

（a）入力変数   

rofリ∫の変動，東証1部Pβ凡外人買いの変動等，rOPJズ  

（1） γOPJ∬の予測最高値と最安値の平均をとる．（これを   

Aγとする）  

（2）その過の実際の終値がAl，より低ければ買う．高ければ，   

買わない．  

（＄） 買った場合には，rOPJ∬の終侶がAl，を上回った所で売   

る．  

（注1）roJ）J∬を直接予測する1出力ユニットのモデルの構築も  

試みている．  
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ための改良を行うことが必要であると考えられる．又，売買支  

援システムの性能の一端はTOfリズ予測システムが掘ってい  

るため，予測システムの更なる向上も必要であちう．  
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図1にその概略を示す．  

lX子細貪儀  
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売買支援システム1の改良  

上述のシステムでは，買いの後に売るという制約が設けられてい  

る．しかしながら，下降局面が続くような状況では，先に売って  

後で買い戻すことができるような，より柔軟なシステムが望まし  

いと考えられる．また，売りの先行を認めるシステムを導入する  

にせよ，あまりに頻繁な売買は現実的ではない．そこで，．4■Uか  

らその何％（これを0とする）かを引いた値よりも現在値が低い  

場合に買い，Al，を越えたところで売るという方法が考えられる．  

（売りから先行する場合は々の逆）我々は，以上の点を考慮した改  

良型売買支援システムの構築を行い，その有効性を計算機シミュ  

レーションによ？て確認した・（詳細については，当日報告する）  

4．遺伝的アルゴリズムの導入  

改良型売買支援システムの有効性は確認されたが，我々は，更  

なる改良を目指してGAβを導入することを考えている．導入理  

由としては，  

（1） パラメータαの億がシステムの性能に影響を及ぼすと考   

えられるこ七．  

（2）今までのシステムさは，資金を一度に全て投入し，又一   

度に全て売却するという，やや現実的ではない方法を行ってい   

たため，資金の分割投入並びに分割売却を行えるシステムを検   

討する必要があること．以上を考慮に入れ，パラメータα，及   

び売買割合の決定をGAβによ？て行えるシステムの構築を試   

みた．  

5．計算機シミ・ユレーション  

1995年11月から1年間のデータを用いて，適伝子の決定   

を行った．また，決定した避伝子を用．い，1996年11月から1   

年間の売買シミュレーションを行ったところ，CAβ導入の効   

果が表れた．（詳細については，当日報告する）  

6．考  察  

今後更にシミュレーションを重ねていくことによって．，本シ   

ステムの有効性を確認すると共に，より柔軟なシステムとする  
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